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駐車場に入ろうと・・・左折した大型トラックにはねられ

大型トラックの下敷きになり・・・自転車の男性が死亡

◇左折時は、左後方からの・・・自転車・歩行者に注意しましょう◇

２０１６年５月１１日（水）１４時１７分

１１日午前６時半ごろ、神奈川県の県道で、駐車場に入ろうと左折していた大型トラックが、自転車に乗っ

ていた６１歳の会社員の男性をはねました。男性は大型トラックの下敷きになり病院に運ばれましたが、胸な

どを強く打っていておよそ３時間後に死亡が確認されました。警察はトラックを運転していた会社員の男性

容疑者を過失運転傷害の疑いで現行犯逮捕しています。

事故を起こしてから、後悔してどうする？

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは、『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

●一時停止 ⇒ 二度停止

●前車発進 ⇒ ２秒後に発進

◇見られていますよ あなたの運転◇

◇ドライブレコーダーは乗用車にも普及しています◇

守ろう 子供と高齢者

飲酒運転で、追突事故

半年後・・・また、飲酒運転でコンビニ突っ込む

◇裁判官は、「規範意識が欠如している」と指摘◇

２０１６年０５月１１日 １３時０１分

飲酒運転中の人身事故で警察の取り調べを受けていたにもかかわらず、さらに飲酒運転で物損事故を起こ

したとして、自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致傷）と道路交通法違反（酒気帯び運転）に問われ

た東京都の店員の男の被告（２１）に対し、青森地裁は１０日、懲役１年１０月、執行猶予４年（求刑・懲

役１年１０月）の判決を言い渡した。被告の呼気からは、いずれの事故でも基準値を大幅に超える０・６９

ミリ・グラムと０・６８ミリ・グラムのアルコール分が検出されたといい、裁判官は「被告には規範意識が

欠如している」と指摘。ただ、被害者と示談が成立したことなどから実刑は回避した。

判決によると、被告は昨年５月１２日午前１時過ぎ、飲酒運転中、青森市で居眠りし、時速９５～１１５

キロでタクシーに追突。男性運転手に軽傷を負わせて警察の取り調べを受けていたが、同年１１月１０日未

明にも友人と飲酒した後に運転し、コンビニ店に突っ込んで窓ガラスを割る事故を起こした。

すり抜け横断の自転車が乗用車と衝突

自転車が転倒 ・・・おぶっていた乳児死亡

２０１６．５．１１

６日午前１０時ごろ、東京都で、渋滞車列をすり抜けるように横断していた自転車と、対向車線側を交差進

行してきた乗用車が接触する事故が起きた。自転車は転倒。乗っていた女性がおぶっていた生後7か月の乳児

が死亡している。警察では自転車側のすり抜けと、交差点外でのショートカット横断が事故につながったも

のとみて、事故発生の経緯を詳しく調べている。

「カーナビ操作に気を取られ･･･、前方の注視を怠った」

３人死亡事故の少年に・・・禁錮４～５年求刑

２０１６．５．１１ １３：０２

愛媛県の国道で昨年１１月、乗用車の事故で同乗の男女３人を死亡させたとして、自動車運転処罰法違反

（過失致死）の罪に問われた少年塗装工（１９）の論告求刑公判が１１日、高松地裁であり、検察側は禁錮

４年以上５年以下の不定期刑を求刑し結審した。判決は６月２０日。検察側は論告で「カーナビの操作に気

を取られ、前方注視を怠った」と指摘。少年は、夜、乗用車を運転中に対向車線へはみ出してガードレール

や対向の大型トラックに衝突。同乗していた友人３人＝いずれも当時（１６）＝を死亡させたとしている。

トラック運転手を・・・ひき逃げ、死体遺棄で逮捕

はねて死亡させたあと、遺体を道路脇の斜面に遺棄して逃げた

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６年５月１１日（水）２２時２５分

１０日、徳島県の国道沿いで、女性の遺体が見つかった事件で、１１日、トラック運転手の男が、ひき逃

げと死体遺棄などの疑いで逮捕された。逮捕されたのは、トラック運転手の男性容疑者（５５）。警察によ

ると容疑者は、１０日未明、徳島県の国道で、歩いていた８０歳の女性をダンプではねて死亡させたあと、

遺体を道路脇の斜面に遺棄して逃げたとして、ひき逃げと死体遺棄などの疑いが持たれている。調べに対し

容疑者は、ひき逃げをして遺体を遺棄したことを認めていて、「怖くなって逃げた」という趣旨の供述をし

ているという。


